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豊かな言葉を持つことの大切さ 

校⾧ 中村 慎輔 
日本には四季があり、自然とともに生活してきた日本

には、自然に由来する伝統的な色の名前がたくさんあり
ます。これを和色（わいろ）といい、実に４６５色ある
といわれています。ちなみに西洋の色の数は、２８５色
ということですから、日本人は実にたくさんの豊かな言
葉をもっていたことが分かります。山や海、川や湖、畑
や田んぼの風景の四季の変化や日本の美しい自然の風
景を豊かな言葉で表現してきました。これらの言葉を使
いこなすことによって、季節ごとの繊細な自然の変化を
イメージ豊かに伝えることができていました。 

これは自然に限らず、人にも当てはまると思います。 
みなさんは、自分の気持ちや考えを言葉にしたつもりでも、友だちやお家の人にうまく伝わっていないな

あと感じた経験はありませんか。あるいは、今の自分の気持ちを言葉にできなくてイライラしたり、物や人
に当たってしまったことはありませんか。 

反対に、最初は何かわからないけど心がムカムカしていたり、もやもやしていたのが、友だちやお家の人
に話を聞いてもらっているうちにスッキリしたという経験はありませんか。 

 
人の心はとても繊細です。そんな気持ちを伝えるためには、それなりの言葉を尽くす必要があります。「ム

カつく」「やばい」「ウケル」では、本当の自分の心や思い、考えを伝えることはできません。 
我々が日々生活をしている現代社会にはたくさんの人がいます。そして国際化、多様性の時代ですから、国
籍が違う人、宗教が違う人、生まれた環境が違う人、考え方や価値観が自分とは全く違う人など、実に様々
な人たちがいて、そういった人と共に生活をしていく時代です。 
そういう人たちに自分の思いや考えを理解してもらうためには自分の持っている言葉をつくして伝えるし
かありません。そういう人たちの思いや考えを理解するにも相手の言葉を受け止めて、理解するしかないの
です。 

 
言葉を通じて人とのかかわり方を学ぶことができるのが学校です。『令和６年度愛川中原中学校の目指す

生徒の姿』の１つに「言葉を大切にし、相手の良さを認め合いながら互いに成⾧し続けようとする生徒」と
いうのがあります。自分の思いや考えを伝えあい、理解し合うことは難しいです。始めはうまくいかないか
もしれません。でも、みなさんの言葉に耳を傾けてくれる友達や先生がいます。あきらめずに粘り強く自分
の思いや考えを言葉で伝えましょう、そして、友だちの言葉にも耳を傾けてください。 

読書を通して言葉を獲得するのも一つの方法です。物語中では、情景描写や登場人物が様々な状況に置か
れたときの繊細な心の動きや様子などを作者が優れた描写で表現しています。これは、みなさんが自分の心
の様子を表現するときの参考になるはずです。こうやって、生きた言葉の使い方を学ぶことも大切です。 

自然を豊かな言葉で表現した先達のように、みなさんの繊細な心や深い考えを豊かな言葉で表現できる
ようになってほしいと思います。 

【日本の伝統色 和色大辞典 Traditional Colors of Japan】より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 7 日（木）に、『Let’s new challenge ～新しい場所で、新しい経

験を～』というスローガンのもと、鎌倉へ校外学習に行きました。実行委

員を中心に企画を行い、仲間とよく話し合いながら和やかな雰囲気で当日

の散策コースを決めている様子や、自分の係の仕事に責任を持って全うす

る姿に、頼もしさを感じました。当日は気持ちの良い秋晴れの中、鶴岡八

幡宮からスタートしゴールの鎌倉海浜公園まで、班別自主散策を行いまし

た。ゴールした時の、「疲れ切ったけど、楽しかった!やり切った!」とい

う充実した笑顔が、この校外学習の成功を物語ってくれていたと思います。 

皆さんの「新しい挑戦」、しっかりと見届けました。これからの学校生活

でも、皆さんの「新しい挑戦」が様々な場面でみられることを楽しみにし

ています。                     １学年旅行的行事担当 

１2 月の予定  SC 来校日･･･3 日（火）、19 日（木） 
２日（月）専門委員会   １７日（火）～２０日（金）１・２年三者面談 
９日（月）代表委員会   ２４日（火）終業式 

１１月７日（木）、８日（金）の２日間で愛川町にある３中学校が一斉

に職場体験を行いました。学校から社会に目を向け、今の自分たちに必要

なことは何かを改めて学ぶ機会となりました。初めのうちは、緊張してい

る様子もありましたが、少しずつ事業所の方とコミュニケーションをと

りながら、一生懸命に取り組む姿が見られました。働くことの楽しさだけ

でなく、どのような力・技術が必要なのか、これからの自分たちは何を育

んでいく必要があるのかなど学校生活では感じることのできない体験が

できました。生徒の話や様子から充実した２日間だったことが伝わって

きました。この職場体験で経験したことをこれからの中学校生活にどの

ように活かしていけるのか、生徒自身で考え、主体的に物事に取り組むこ

とができるようにサポートしていきたいと思います。 

お忙しい中、受け入れてくださった地域の事業所の皆様、温かく手厚い

ご指導をいただき、誠にありがとうございました。また、保護者の皆様に

は、職場体験の準備や送迎など数多くのご協力をいただき、ありがとうご

ざいました。今後とも本校の教育活動にご協力お願いします。 

2 学年職場体験担当 
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